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◆修正箇所抜粋   

 

１．委員よりご指摘があった人材関連部分「４」「51」「52」「59」について、評価を再考  

２．「再掲 」となっていた部分で、表現が項目事項と齟齬が生じている部分「25」「26」「38」について、機構の評価内容を修正  

３．新型コロナウイルスによる影響部分については、観覧者数のアウトプットに関しては評価対象としない（ノーカウントとする）と

いう委員のご指摘を踏まえ、関連箇所「11」「12」について、評価内容を修正  

４．その他評価を変更した箇所について  

  

 

１ 人材関連部部分  

項目４  
【 中 長 期 的 発 展 を 見 据 え て 取 り 組 む

事 項 】  

４  法 人 の 活 動 の 中 核 を 担 う 専 門 的 な

人 材 の 安 定 的 確 保 及 び 育 成  

法 人 の 活 動 を 支 え る 専 門 人 材 を 安

定 的 に 確 保 す る た め 、 条 件 を 整 備 す

る と と も に 、 成 果 に 対 す る 適 正 な 評

価 を 実 施 す る 。  

館 蔵 品 保 存 管 理 、 広 報 、 教 育 、 資

金 調 達 等 に 特 化 し た 専 門 人 材 の 安 定

的 確 保 と 充 実 を め ざ す 。  

  【 機 構 の 評 価 】  

美 ： ３ 、 自 ： ４ 、 陶 ： ３ 、 科 ： ４

歴 ： ４ 、 経 ３  

各 館 及 び 事 務 局 に お い て 新 た な 人

材 を 多 数 獲 得 す る こ と が で き た 。

学 芸 員 で は 、 欠 員 に と も な い 歴 史

博 物 館 （ ３ 名 ）、 科 学 館 （ １ 名 ）、

中 之 島 美 術 館 準 備 室 （ １ 名 ） を 採

用 し 、 来 年 度 ４ 月 採 用 者 と し て 自

然 史 博 物 館 （ １ 名 ）、 東 洋 陶 磁 美 術

館 （ １ 名 ）、 歴 史 博 物 館 （ ２ 名 ） で

採 用 準 備 を 進 め た 。  

 

 

 

４  

（ 理 由 ）  

学 芸 員 は 積 極 的 な

採 用 が 認 め ら れ る も

の の 、 当 初 予 定 さ れ

て い た 業 務 担 当 係 長

（ ６ 名 ） の 採 用 を 行

え て い な い な ど 、 一

部 計 画 通 り に 進 ん で

い な い 状 況 で あ っ た

た め 。  

 

 

 

３  

４  

 

項目５１ ５２  
【 中 長 期 的 発 展 を 見 据 え て 取 り 組 む

事 項 】  

5 1  包 摂 的 な 社 会 に ふ さ わ し い 人 材 の

獲 得  

 

(事 務 局 )  

年 齢 等 に と ら わ れ ず 、 能 力 、 適 性 に

応 じ た 人 材 を 、 職 種 を 問 わ ず 採 用 す

る 。  

5 1  (事 務 局 総 務 課 )  

機 構 発 足 後 、 独 自 採 用 や 民 間 採 用 等

、 職 種 を 問 わ ず 採 用 活 動 を 積 極 的 に

行 っ た 。 ま た 障 害 を 持 つ 方 の 採 用 割

合 は 公 的 な 機 関 で あ る 当 法 人 は 2 . 5

％ （ 3人 ） と な っ て い る が 、 R 2年 度

に 充 足 す る べ く 採 用 も 行 っ た 。  

 

４ 
（ 理 由 ）  

障 が い 者 の 積 極 的

な 採 用 実 績 が 認 め ら

れ る 。 R 2に 充 足 す る

と い う こ と で あ る た

め 、 R 1で は 評 価 を ３

と し た 。  

 

３ 

5 2  法 人 の 活 動 の 中 核 を 担 う 専 門 的 な

人 材 の 安 定 的 確 保 及 び 育 成 (再 掲 )  

業 務 の 中 核 を 担 う 職 員 を 安 定 的 に 確

保 す る た め に 、 中 長 期 的 な 採 用 計 画

(事 務 局 )  

広 報 や 教 育 を 担 当 す る 人 材 を 安 定 的

確 保 す る 。  

5 2  (事 務 局 総 務 課 )  

事 務 局 経 営 企 画 課 が 機 構 全 体 の 広 報

や 博 物 館 教 育 に 関 す る 事 業 を 担 当 す

る 部 署 で 、 そ こ に 機 構 発 足 と と も に

 

 

 

 

（ 理 由 ）  

中 核 を 担 う 人 材 を

確 保 し た の は 評 価 に

値 す る と こ ろ で あ る
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及 び 育 成 計 画 を 立 案 し 、 運 用 す る 。  

年 齢 等 に と ら わ れ ず 、 能 力 、 適 性 に

応 じ た 人 材 を 採 用 す る 。  

館 蔵 品 保 存 管 理 、 広 報 、 教 育 、 資 金

調 達 等 に 特 化 し た 専 門 人 材 の 安 定 的

確 保 と 充 実 を め ざ す (再 掲 )。  

【 中 期 計 画 期 間 中 の 目 標 】  

２ ０ ２ １ 年 度 の 大 阪 中 之 島 美 術 館 の

開 館 後 は 、 準 備 業 務 に 従 事 し た 職 員

の 削 減 を 予 定 (３ 名 程 度 )  

、 広 報 ・ 教 育 に 長 い 経 験 を 有 し 、 即

戦 力 と な る 課 長 代 理 を 設 置 す る こ と

が で き た 。  

 

５ 
。   

 

４  

       
 

 

 

項目 59 
【 中 長 期 的 発 展 を 見 据 え て 取 り 組 む

事 項 】  

5 9  専 門 的 な 知 識 又 は 技 能 を 有 す る 民

間 の 人 材 の 登 用  

広 報 や 教 育 な ど 適 材 適 所 で 、 専 門 的

知 識 を 有 す る 外 部 人 材 の 登 用 を 検 討

す る 。  

 

 

5 9  (事 務 局 総 務 課 )  

機 構 発 足 と と も に 、 5名 も の 専 門 職

で あ る 学 芸 員 を 採 用 し た 。 ま た 、 R 2

年 4月 採 用 に 向 け て も 4名 の 学 芸 員 採

用 を 図 っ た 。 さ ら に 民 間 か ら 広 報 を

担 当 し て い た 人 材 な ど を 歴 博 や 美 術

館 等 で 課 長 職 と し て 採 用 す る な ど 、

専 門 的 な 知 識 を 有 す る 人 材 を 多 数 獲

得 で き 、 民 間 か ら の 登 用 も 進 め る こ

と が で き た 。  

４ 

 

（ 理 由 ）  

 当 初 予 定 さ れ て い

た 業 務 担 当 係 長 （ ６

名 ） の 採 用 を 行 え て

い な い な ど 、 一 部 計

画 通 り に 進 ん で い な

い 状 況 で あ っ た た め

。  

 

３  

４  

 

 

２．「再掲 」の表現の齟齬を修正  

項目 25 
(大 阪 市 立 美 術 館 )  

国 内 外 の 美 術 館 ・ 博 物 館 や 寺 院 ・ 神

社 を は じ め と す る 所 蔵 者 と 連 携 す る

と と も に 、 新 聞 社 ・ テ レ ビ 局 な ど と

協 働 し た 特 別 展 を 開 催 す る (年 3〜 4回

程 度 )。  

な お 、 改 修 工 事 実 施 に 伴 い 、 年 度 に

よ り 、 開 催 回 数 が 変 動 す る こ と が あ

る 。  

 

(大 阪 市 立 美 術 館 )  

ア  国 内 外 の 美 術 館 ・ 博 物 館 や 寺 院 ・

神 社 を は じ め と す る 所 蔵 者 と 連 携 す

る と と も に 、 新 聞 社 ・ テ レ ビ 局 等 と

協 働 し た 特 別 展 を 開 催 す る 。 本 年 度

は 以 下 の ６ 本 の 特 別 展 を 実 施 す る (

再 掲 )。  

・「 フ ェ ル メ ー ル 展 」 (巡 回 企 画 )  

2月 1 6日 ～ 5月 1 2日 、 開 催 日 数 7 6日  

    

・「 改 組 新 ５ 回  日 展 」 (巡 回 企 画 )  

6月 1日 ～ 6月 3 0日 、 開 催 日 数 2 6日  

   

・「 第 ６ ５ 回 全 関 西 美 術 展 」 (自 主 企

画 )  

7月 1 6日 ～ 7月 2 8日 、 開 催 日 数 1 2日  

2 5  (大 阪 市 立 美 術 館 )  

ア  以 下 の 特 別 展 で 、 様 々 な 関 係 者

と 協 同 す る こ と が で き 、 企 画 展 の

充 実 を 図 る こ と が で き た 。  

 

・「 フ ェ ル メ ー ル 展 」 (巡 回 企 画 )  

協 働 先 ： 産 経 新 聞 社 、 関 西 テ レ ビ 放

送 、 博 報 堂 Ｄ Ｙ メ デ ィ ア パ ー ト ナ

ー ズ  

 

・「 改 組 新 ５ 回  日 展 」 (巡 回 企 画 )  

協 働 先 ： 公 益 社 団 法 人 日 展  

 

・「 第 6 5回 全 関 西 美 術 展 」 (自 主 企 画

)  

協 働 先 ： 読 売 新 聞 社  

５   
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・「 メ ア リ ー ・ エ イ ン ズ ワ ー ス ・ 浮

世 絵 コ レ ク シ ョ ン 展 」 (自 主 ・ 巡

回 企 画 )  

8月 1 0日 ～ 9月 2 9日 、 開 催 日 数 4 4日  

   

・「 仏 像  中 国 ・ 日 本 」 (自 主 企 画 )  

1 0月 1 2日 ～ 1 2月 8日 、 開 催 日 数 5 0日  

   

・「 改 組 新 第 ６ 回  日 展 」 (巡 回 企 画 )  

2月 2 2日 ～ 3月 2 2日 、 開 催 日 数 2 6日  

   

 

・「 メ ア リ ー ・ エ イ ン ズ ワ ー ス ・ 浮

世 絵 コ レ ク シ ョ ン 展 」 (自 主 ･巡 回

企 画 )  

協 働 先 ： 毎 日 新 聞 社 、 Ｍ Ｂ Ｓ  

 

・「 仏 像  中 国 ・ 日 本 」 (自 主 企 画 )  

1 0月 1 2日 ～ 1 2月 8日 、 開 催 日 数 5 0日  

協 働 先 ： 読 売 新 聞 社 、 Ｎ Ｈ Ｋ 大 阪 放

送 局 、 Ｎ Ｈ Ｋ プ ラ ネ ッ ト 近 畿  

 

・「 改 組 新 第 ６ 回  日 展 」 (巡 回 企 画 )  

協 同 先 ： 公 益 社 団 法 人 日 展  

(大 阪 市 立 自 然 史 博 物 館 )  

博 物 館 の 収 蔵 品 や 学 芸 員 の 調 査 研 究

の 成 果 の 市 民 へ の 還 元 や 新 た な 価 値

の 創 出 を 目 指 し 、 主 催 特 別 展 を 開 催

す る (毎 年 1回 )。  

国 内 外 の 自 然 史 系 博 物 館 や マ ス メ デ

ィ ア な ど と 連 携 し て 、 特 別 展 を 開 催

す る (年 2～ 3回 程 度 )。  

(大 阪 市 立 自 然 史 博 物 館 )  

ア  読 売 新 聞 社 な ど と の 共 済 に よ る 「

昆 虫 展 」 (予 定 )を 実 施 す る 。  

 

2 5  (大 阪 市 立 自 然 史 博 物 館 )  

「 昆 虫 展 」 (巡 回 企 画 )  

2 0 1 9年 7月 1 3日 (土 )〜 9月 2 9日 (日 )に

つ い て 、 読 売 新 聞 社 、 関 西 テ レ ビ 放

送 と 協 働 で 実 施 し た 。  

４   

 

 

項目 26 
 (大 阪 市 立 自 然 史 博 物 館 )  

ア  障 が い 者 の 観 覧 や 行 事 参 加 を 補 助

す る た め の 支 援 策 策 定 に 向 け プ ロ グ

ラ ム 検 討 や 教 育 ニ ー ズ な ど の 情 報 を

収 集 す る 。 (再 掲 )  

イ  受 付 カ ウ ン タ ー な ど で の タ ブ レ ッ

ト 端 末 を 利 用 し た 翻 訳 や 説 明 の 支 援

を 検 討 し す す め る 。 (再 掲 )  

ウ  授 乳 場 所 や 祈 祷 場 所 な ど 、 来 館 者

ニ ー ズ に 応 じ た サ ー ビ ス 提 供 を 進 め

る 。  

2 6  (大 阪 市 立 自 然 史 博 物 館 )  

ア  N o . 1～ 1 0 に お け る 活 動 で 情 報 を

収 集 し た 。  

イ  同 上  

ウ  確 保 し た 。  

４   

 

 

項目 38  番号間違い修正  
  (大 阪 市 立 美 術 館 )  

ア  展 覧 会 等 の 関 連 事 業 と し て の 講 演

会 等 を 開 催 す る (再 掲 )。  

3 8  (大 阪 市 立 美 術 館 )  

再 掲 ( N o . 1 3に 記 載 )  

４   
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３．新型コロナウイルス関連変更箇所  

項目11  
 (大 阪 市 立 美 術 館 )  

 コ レ ク シ ョ ン 展 で は 、 購 入 や 寄 贈

に よ っ て 集 ま っ た 日 本 ・ 中 国 な ど の

絵 画 ・ 彫 刻 ・ 工 芸 な ど 8 4 0 0件 を こ え

る 館 蔵 品 と 、 社 寺 な ど か ら 寄 託 さ れ

た 作 品 を 展 示 す る 。  

【 平 成 3 1年 度 予 算 目 標 】 3 0 , 0 0 0人  

(参 考 )常 設 展 示 入 場 者 実 績  

平 成 2 7年

度  

平 成 2 8年

度  

平 成 2 9年

度  

3 9 , 0 0 5人  1 9 , 7 7 3人  6 8 , 5 5 6人  

ア  最 新 の 研 究 成 果 を 基 に 館 蔵 品 及 び

寄 託 品 を 活 用 し 、 日 本 と 中 国 を は じ

め と す る 東 ア ジ ア の 美 術 ・ 歴 史 ・ 文

化 の 理 解 の 促 進 に 寄 与 す る 展 示 に 取

り 組 む 。  

イ  館 蔵 品 及 び 寄 託 品 を 紹 介 す る た め

、 本 年 度 は 「 お お さ か の 仏 教 美 術 ２

」「 花 香 鳥 語 － 中 国 明 清 の 書 画 」「 白

い や き も の 」 等 ２ ２ 本 の コ レ ク シ ョ

ン 展 を 実 施 す る 。  

1

1  

(大 阪 市 立 美 術 館 )  

計 画 に 沿 っ て 2 2本 の コ レ ク シ ョ ン 展

を 実 施 し た 。  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 拡 大 対 策

の た め 2月 末 日 で 中 断 。 こ の 1か 月

の 休 館 が あ っ た が 、 1 1カ 月 間 営 業

期 間 で 、 入 場 者 数 は 予 算 目 標 を 大

幅 に 上 回 っ た 。  

年 間 総 入 場 者 数  

【 令 和 元 年 度 実 績 】 9 8 , 4 7 1人  

【 平 成 3 0年 度 実 績 】 3 0 , 9 0 8人  

【 平 成 2 9年 度 実 績 】 6 8 , 5 5 6人  

３   

(大 阪 市 立 自 然 史 博 物 館 )  

「 自 然 と 人 間 」 を テ ー マ に し た 展 示

を 行 い 、 自 然 科 学 研 究 の 進 展 や 、 新

た な 資 料 や コ ン テ ン ツ の 活 用 に 合 わ

せ た 適 時 の 更 新 を 進 め る (開 館 日 )。  

常 設 展 示 室 内 で 、 小 規 模 な 企 画 展 示

を 適 時 実 施 す る 。  

 

(大 阪 市 立 自 然 史 博 物 館 )  

人 間 を と り ま く 「 自 然 」 に つ い て 、

そ の 成 り 立 ち や し く み 、 変 遷 や 歴 史

を 「 身 近 な 自 然 」「 地 球 と 生 命 の 歴 史

」「 生 命 の 進 化 」「 生 き 物 の く ら し 」

の テ ー マ で 展 示 す る 。  

【 平 成 3 1年 度 予 算 目 標 】 1 7 6 , 0 0 0人  

(参 考 )常 設 展 示 入 場 者 実 績  

平 成 2 7年

度  

平 成 2 8年

度  

平 成 2 9年

度  

2 1 4 , 8 2 2

人  

2 4 4 , 5 8 7

人  

1 9 3 , 4 3 1

人  

1

1  

(大 阪 市 立 自 然 史 博 物 館 )  

常 設 展 示 の 入 場 者 数 実 績 は 情 報 セ ン

タ ー 設 置 以 降 過 去 最 高 を 更 新 。 コ ロ

ナ 感 染 症 対 策 に よ る 1か 月 の 休 館 が あ

っ た が 、 1 1カ 月 の 営 業 期 間 で 達 成 。  

令 和 元 年 度 実 績  2 9 0 , 8 1 2人  

（ う ち 、 有 料  1 3 2 , 2 0 4人 無 料   

1 5 8 , 6 0 8人 ）  

【 平 成 3 0年 度 実 績 】 常 設 展 示 入 場 者

2 2 8 , 1 8 2人  

ア  テ ー マ 展 示 ・ コ ー ナ ー 展 示 を 実 施  

４   
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ア  常 設 展 示 室 内 で の テ ー マ 展 示 ・ コ

ー ナ ー 展 示 な ど を 開 催 す る 。  

・「 ジ ュ ニ ア 自 由 研 究 ・ 標 本 ギ ャ ラ

リ ー 」 2 0 1 9年 1 2月 を 予 定  

・「 日 本 の 古 典 椿 」 展 示  2 0 2 0年 3月

を 予 定  

・ 新 た に 収 蔵 し た 資 料 、 被 災 資 料 の

保 全 に 関 す る 展 示 な ど を 予 定 (時 期

未 定 )  

イ  展 示 室 内 で の 子 ど も ワ ー ク シ ョ ッ

プ を 継 続 的 に 実 施 す る こ と に よ っ

て 、 既 存 の 展 示 室 の 活 用 を 活 発 化

す る 。  

【 参 考 ： 平 成 2 9年 度 実 績 】  年 間 4 0

回 実 施  

3 月 〜 5 月 企 画 展 示 「 標 本 を 未 来 に

引 き 継 ぐ 〜 新 収 資 料 展 2 0 1 9〜 」  

8 月 〜 大 山 桂 貝 類 学 文 庫  ミ ニ 展 示  

1 2 月 〜 「 ジ ュ ニ ア 自 由 研 究 ・ 標 本 ギ

ャ ラ リ ー 」  

1 月 〜 「 子 年 展 」  

3 月 〜 「 日 本 の 古 典 椿 」 (予 定 し た

が 、 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 に よ り 開

催 で き ず 。 展 示 資 料 に つ い て Y O U T U B E

に て 動 画 3 本 を 公 開 中 )  

イ  ワ ー ク シ ョ ッ プ は 継 続 的 に 実 施 し

た 。 2月 、 お よ び 3月 の ワ ー ク シ ョ

ッ プ は 閉 館 に よ り 中 止 と な り 、 3 6

回 実 施 。  

 

      

 

(大 阪 市 立 科 学 館 )  

物 理 学 ・ 化 学 ・ 天 文 学 ・ 科 学 史 ・ 気

象 ・ 科 学 技 術 に 関 す る 資 料 及 び 実 験

装 置 、 観 測 装 置 の 実 物 資 料 の 展 示 、

並 び に 体 験 型 展 示 を 行 う (開 館 日 )。  

展 示 化 が 困 難 な 現 象 や よ り 展 示 内 容

を 掘 り 下 げ た 現 象 に つ い て 、 サ イ エ

ン ス シ ョ ー を 通 じ て 演 示 す る 。  

(大 阪 市 立 科 学 館 )  

 「 宇 宙 と エ ネ ル ギ ー 」 を メ イ ン テ

ー マ に 、 １ 階 か ら ４ 階 の 各 フ ロ ア で

模 型 ・ 装 置 ・ 実 物 な ど に よ り 展 示 し

、 ま た サ イ エ ン ス シ ョ ー な ど の 演 示

を 行 う 。  

【 平 成 3 1年 度 予 算 目 標 】 3 9 0 , 0 0 0人  

(参 考 )常 設 展 示 入 場 者 実 績  

平 成 2 7年

度   

平 成 2 8年

度   

平 成 2 9年

度   

3 6 8 , 1 4 7

人  

3 7 5 , 3 7 6

人  

3 7 9 , 0 2 1

人  

ア  実 験 装 置 、 観 測 装 置 の 実 物 資 料 静

展 示 や 体 験 型 展 示 を 設 置 す る 。  

【 参 考 ： 平 成 2 9年 度 実 績 】  

新 規 製 作 展 示 8点 、 改 修 展 示 7点  

イ  展 示 化 が 困 難 な 現 象 等 は サ イ エ ン

ス シ ョ ー で 演 示 し 、 新 プ ロ グ ラ ム を

3か 月 に 1本 実 施 す る 。  

【 参 考 ： 平 成 2 9年 度 実 績 】  

 サ イ エ ン ス シ ョ ー 演 示 回 数  1 , 0 3 9

回  

 見 学 者 数 7 1 , 8 6 7人  

1

1  

(大 阪 市 立 科 学 館 )  

展 示 場 4階 部 分 の リ ニ ュ ー ア ル を 実

施 す る と と も に 、 学 芸 員 の ギ ャ ラ リ

ー ト ー ク や イ ベ ン ト 、 講 座 な ど に よ

り 集 客 増 に 努 め た 。 そ の 結 果 、 ２ 月

2 9日 か ら 3月 3 1日 ま で 新 型 コ ロ ナ ウ イ

ル ス 感 染 拡 大 防 止 に よ り 臨 時 休 館 し

た も の の 、 常 設 展 示 入 場 者 数 は 開 館

以 来 最 高 の 4 0 5 , 8 2 5人 と な っ た 。 今 年

度 の 目 標 入 場 者 数 3 9 0 , 0 0 0人 に 対 す る

達 成 率 は 1 0 4％ で あ る 。 コ ロ ナ 感 染 症

対 策 に よ る 1か 月 の 休 館 が あ っ た が 、

1 1カ 月 の 営 業 期 間 で 予 算 目 標 は 達 成

し て い る 。  

ア 【 平 成 3 0年 度 実 績 】 2 1 5 , 5 5 8人 （ 1 2

月 1日 ～ 3月 2 9日 は 公 開 休 止 ）  

ア  常 設 展 示 場 で は 、 実 物 資 料 静 展 示

や 体 験 型 展 示 を 2 2 1点 設 置 、 公 開

し て い る 。  

イ  サ イ エ ン ス シ ョ ー の 演 示 回 数 は 、

9 9 2回 、 の べ 見 学 者 数 は 6 8 , 8 8 9人 で

あ り 、 コ ロ ナ 影 響 期 間 を 除 い た 11

ヵ 月 間 で は 前 年 度 を 上 回 っ て い る

。  

５   
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(大 阪 市 立 東 洋 陶 磁 美 術 館 )  

国 内 外 の 美 術 館 ・ 博 物 館 な ど と 連 携

し 、 当 館 の 特 徴 を 活 か し た 特 別 展 や

企 画 展 を 開 催 す る (年 3～ 4回 程 度 )。  

な お 、 改 修 工 事 実 施 に 伴 い 、 年 度 に

よ り 、 開 催 回 数 が 変 動 す る こ と が あ

る 。  

 

(大 阪 市 立 東 洋 陶 磁 美 術 館 )  

以 下 の 3本 の 特 別 展 を 実 施 す る 。  

・「 文 房 四 宝 -清 閑 な る 時 を 求 め て

」 (自 主 企 画 )  

 4月 6日 ～ 6月 3 0日 、 開 催 日 数 7 5

日  

文 房 は 、 も と は 中 国 の 宮 中 で

文 書 を 司 る 役 職 ま た は 部 屋 を

さ し 、 唐 時 代 に 読 書 の 部 屋 、

書 斎 を 指 す よ う に な っ た 。 こ

の 文 房 に 備 え ら れ た 大 切 な 道

具 と し て 挙 げ ら れ る の が 、 筆

・ 墨 ・ 硯 ・ 紙 の 「 文 房 四 宝 」

で あ り 、 貴 重 な も の と し て 扱

わ れ た 。 文 房 具 に は 、 こ の 四

種 以 外 に も 印 材 ・ 水 滴 ・ 筆 筒

な ど 様 々 な 道 具 が あ り 、 皇 帝

を 含 め た 高 級 官 僚 で あ る 文 人

の 教 養 の 高 さ や 美 意 識 に 裏 付

け ら れ た 品 々 で あ る 。 今 回 は

、 日 本 有 数 の 文 房 具 の 個 人 コ

レ ク シ ョ ン か ら 、 中 国 の 文 人

を 魅 了 し 続 け た 文 房 四 宝 の 世

界 を 、 中 国 は 明 時 代 か ら 清 時

代 を 中 心 に 文 房 具 約 1 5 0点 を も

っ て 紹 介 す る 。  

【 平 成 3 1年 度 予 算 目 標 】 2 8 , 0 0 0名  

・「 フ ィ ン ラ ン ド 陶 芸  芸 術 家 た

ち の ユ ー ト ピ ア ― コ レ ク シ ョ ン

・ カ ッ コ ネ ン 」・ 同 時 開 催  「 マ

リ メ ッ コ ・ ス ピ リ ッ ツ  フ ィ ン

ラ ン ド ・ ミ ー ツ ・ ジ ャ パ ン 」 (巡

回 企 画 )  

    7月 1 3日 ～ 1 0月 1 4日 、 開 催 日 数

8 1日  

日 本 フ ィ ン ラ ン ド 外 交 関 係 樹

立 1 0 0周 年 を 記 念 し 、 フ ィ ン ラ

ン ド 工 芸 の 世 界 的 に 著 名 な コ

レ ク タ ー で あ る キ ュ オ ス テ ィ

・ カ ッ コ ネ ン 氏 の 所 蔵 作 品 か

ら 、 約 1 3 0件 に よ り フ ィ ン ラ ン

ド 陶 芸 の 豊 か な 世 界 を 紹 介 す

る 。 フ ィ ン ラ ン ド 陶 芸 は 、 1 9

世 紀 末 の ア ー ツ ・ ア ン ド ・ ク

ラ フ ツ 運 動 の 影 響 を 受 け た 作

家 に よ る 工 芸 教 育 の 充 実 と 、

ア ラ ビ ア 製 陶 所 の 美 術 部 門 を

中 心 と し た 作 家 の 自 由 な 創 作

活 動 に よ り 花 開 い た 。 本 展 で

1

2  

(大 阪 市 立 東 洋 陶 磁 美 術 館 )  

・「 文 房 四 宝 -清 閑 な る 時 を 求 め て 」 (

自 主 企 画 )  

 4月 6日 ～ 6月 3 0日 、 開 催 日 数 7 5

日  

文 房 は 、 も と は 中 国 の 宮 中 で 文 書 を

司 る 役 職 ま た は 部 屋 を さ し 、 唐 時 代

に 読 書 の 部 屋 、 書 斎 を 指 す よ う に な

っ た 。 こ の 文 房 に 備 え ら れ た 大 切 な

道 具 と し て 挙 げ ら れ る の が 、 筆 ・ 墨

・ 硯 ・ 紙 の 「 文 房 四 宝 」 で あ り 、 貴

重 な も の と し て 扱 わ れ た 。 文 房 具 に

は 、 こ の 四 種 以 外 に も 印 材 ・ 水 滴 ・

筆 筒 な ど 様 々 な 道 具 が あ り 、 皇 帝 を

含 め た 高 級 官 僚 で あ る 文 人 の 教 養 の

高 さ や 美 意 識 に 裏 付 け ら れ た 品 々 で

あ る 。 今 回 は 、 日 本 有 数 の 文 房 具 の

個 人 コ レ ク シ ョ ン か ら 、 中 国 の 文 人

を 魅 了 し 続 け た 文 房 四 宝 の 世 界 を 、

中 国 は 明 時 代 か ら 清 時 代 を 中 心 に 文

房 具 約 1 5 0点 を も っ て 紹 介 し た 。  

【 入 館 者 目 標 値 】 2 8 , 0 0 0名  

【 入 館 者 実 績 】 2 4 , 3 0 7名  

 

・「 フ ィ ン ラ ン ド 陶 芸  芸 術 家 た ち の

ユ ー ト ピ ア ― コ レ ク シ ョ ン ・ カ ッ コ

ネ ン 」  

・ 同 時 開 催  「 マ リ メ ッ コ ・ ス ピ リ

ッ ツ  フ ィ ン ラ ン ド ・ ミ ー ツ ・ ジ ャ

パ ン 」 (巡 回 企 画 )  

7月 1 3日 ～ 1 0月 1 4日 、 開 催 日 数 8 1日  

日 本 フ ィ ン ラ ン ド 外 交 関 係 樹 立 1 0 0周

年 を 記 念 し 、 キ ュ オ ス テ ィ ・ カ ッ コ

ネ ン 氏 の 所 蔵 作 品 を 中 心 に 、 1 3 7件 の

フ ィ ン ラ ン ド 陶 芸 を 展 示 し た 。 同 時

開 催 の 「 マ リ メ ッ コ ・ ス ピ リ ッ ツ 」

展 で は 、 フ ィ ン ラ ン ド の テ キ ス タ イ

ル ・ ブ ラ ン ド と し て 知 ら れ る マ リ メ

ッ コ の デ ザ イ ナ ー に よ る 日 本 を テ ー

マ と し た 作 品 を 紹 介 し た 。 ま た 、 マ

リ メ ッ コ 社 と 京 都 で 活 動 す る 茶 室 建

築 家 の 飯 島 照 仁 氏 と 相 談 し な が ら 、

同 社 の テ キ ス タ イ ル を 用 い た 茶 室 を

新 た に 制 作 し 展 示 し た 。  

期 間 中 に は 、 飯 島 氏 の 講 演 会 を 呈 茶

と と も に 実 施 し た 。 ま た ナ レ ッ ジ ・

キ ャ ピ タ ル で の 講 座 や 、 ア ー ト エ リ

ア B 1と 大 阪 大 学 と 連 携 に よ る シ ン ポ

ジ ウ ム を 開 催 し た 。  

５   
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は 、 1 9 5 0年 代 、 6 0年 代 を 中 心

に 活 躍 し た 個 人 作 家 の 作 品 を

中 心 に 、 黎 明 期 か ら の 体 系 的

な 展 示 を 行 う 。 な お 本 展 に 併

せ て 、 鮮 や か な 色 彩 と 力 強 い

テ キ ス タ イ ル ・ デ ザ イ ン で 知

ら れ る マ リ メ ッ コ を 、 日 本 と

の 交 流 の な か で 紹 介 す る 「 マ

リ メ ッ コ ・ ス ピ リ ッ ツ  フ ィ

ン ラ ン ド ・ ミ ー ツ ・ ジ ャ パ ン

」 展 を 開 催 す る 。  

【 平 成 3 1年 度 予 算 目 標 】 4 2 , 5 0 0名  

・「 竹 工 芸 名 品 展 ： ニ ュ ー ヨ ー ク

の ア ビ ー ・ コ レ ク シ ョ ン － メ ト

ロ ポ リ タ ン 美 術 館 所 蔵 」 (巡 回 企

画 )  

1 2月 2 1日 ～ 2 0 2 0年 4月 1 2日 、 開 催

日 数 9 2日  

ニ ュ ー ヨ ー ク の メ ト ロ ポ リ タ

ン 美 術 館 の 所 蔵 と な る 、 ア ビ

ー ・ コ レ ク シ ョ ン は 、 1 9世 紀

後 半 か ら 現 代 ま で の 日 本 の 竹

工 芸 の 粋 と い え る 。 竹 と い う

「 線 」 で 構 成 さ れ た 作 品 は 、

花 入 や 籠 で あ る と 同 時 に 、 近

年 で は そ の 用 途 を 超 え て 、 造

形 的 な 魅 力 を 持 つ 現 代 ア ー ト

と し て 捉 え な お さ れ て い る 。

本 展 で は 、 約 7 0点 の ア ビ ー ・

コ レ ク シ ョ ン の 竹 工 芸 を 、 形

態 や 主 題 に 関 連 の 見 ら れ る 東

洋 陶 磁 美 術 館 の 所 蔵 作 品 と あ

わ せ て 展 示 し 、 工 芸 と い う 領

域 の 広 が り と そ の 可 能 性 を 視

覚 的 に 提 示 す る 。 ま た 、 大 阪

の 誇 る 現 代 作 家 で あ る 四 代 田

辺 竹 雲 斎 氏 に よ り 、 美 術 館 の

空 間 を 活 か し た 竹 に よ る イ ン

ス タ レ ー シ ョ ン を 制 作 す る 。  

【 平 成 3 1年 度 予 算 目 標 】 3 3 , 0 0 0名  

【 入 館 者 目 標 値 】 4 2 , 5 0 0名  

【 入 館 者 実 績 】 5 7 , 6 1 0名  

 

・「 竹 工 芸 名 品 展 ： ニ ュ ー ヨ ー ク の ア

ビ ー ・ コ レ ク シ ョ ン － メ ト ロ ポ リ タ

ン 美 術 館 所 蔵 」 (巡 回 企 画 )  

1 2月 2 1日 ～ 2 0 2 0年 4月 1 2日 、 開 催

日 数 9 1日 （ 当 初 予 定 ）  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 拡 大

防 止 の た め 2月 2 9日 以 降 は 臨 時 休 館 と

し 開 館 日 数 5 3日 。 コ ロ ナ 感 染 症 の 影

響 が 出 て い る 時 期 か ら 開 催 し て い る

た め 客 足 が あ ま り 伸 び な か っ た 。  

ニ ュ ー ヨ ー ク の メ ト ロ ポ リ タ ン 美 術

館 の 所 蔵 と な る 、 ア ビ ー ・ コ レ ク シ

ョ ン 7 5件 を 形 態 や 主 題 に 関 連 の 見 ら

れ る 東 洋 陶 磁 美 術 館 の 所 蔵 作 品 と あ

わ せ て 展 示 し た 。 ま た 、 大 阪 の 誇 る

現 代 作 家 で あ る 四 代 田 辺 竹 雲 斎

( 1 9 7 3 — )に よ っ て 、 美 術 館 エ ン ト ラ ン

ス の 吹 抜 け 空 間 の 床 か ら 天 井 ま で を

使 用 し て 、 竹 に よ る イ ン ス タ レ ー シ

ョ ン 作 品 《 G A T E》 が 制 作 さ れ た 。  

竹 工 芸 の 現 在 の 位 置 付 け に つ い て 理

解 を 深 め る た め 、 本 展 の 日 本 巡 回 企

画 の 全 体 に 関 わ っ た 、 モ ニ カ ・ ビ ン

チ ク 氏 と 館 長 に よ る ト ー ク イ ベ ン ト

を 実 施 し た ほ か 、 四 代 竹 雲 斎 と の 記

念 対 談 を 実 施 し た 。  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 拡 大 防 止

の た め 臨 時 休 館 し た 際 に は 、 企 業 の

協 力 を 得 て 展 示 室 の 3 Dデ ジ タ ル コ ン

テ ン ツ を 作 成 し 公 開 し た ほ か 、 オ ン

ラ イ ン の 生 放 送 な ど を お こ な い ご 来

館 い た だ け な か っ た 方 々 へ 向 け て 展

覧 会 内 容 の 公 開 に 努 め た 。  

【 入 館 者 目 標 値 】 3 3 , 0 0 0名 （ 令 和 元

年 度 分 2 9 , 0 1 1名 ）  

【 入 館 者 実 績 】 1 5 , 6 5 5名  

 

(大 阪 市 立 科 学 館 )  

プ ラ ネ タ リ ウ ム の 投 影 を 特 別 展 と 位

置 づ け 、 定 期 的 に テ ー マ を 変 え 、 実

施 す る (開 館 日 )。  

小 ～ 中 規 模 の 企 画 展 を 開 催 す る (年 １

～ ２ 回 程 度 )。  

 

(大 阪 市 立 科 学 館 )  

ア  プ ラ ネ タ リ ウ ム の 投 影 を 特 別 展 と 位

置 づ け 、 新  

プ ロ グ ラ ム を 3か 月 に 1本 制 作 ・ 投 影 し

、 他 館 に 配  

給 す る 特 別 プ ロ グ ラ ム を 年 2本 制 作 す

る 。   

【 平 成 3 1年 度 予 算 目 標 】 3 7 0 , 0 0 0人  

(参 考 :実 績 )  

1

2  

(大 阪 市 立 科 学 館 )  

ア  光 学 式 プ ラ ネ タ リ ウ ム の リ ニ ュ ー

ア ル を 実 施 す る と と も に 、 幅 広 い 客

層 に 対 し 個 別 に ア プ ロ ー チ で き る よ

う 、 プ ロ グ ラ ム の 多 様 化 (一 般 投 影

、 フ ァ ミ リ ー タ イ ム 、 学 芸 員 ス ペ シ

ャ ル 、 学 習 投 影 )を 図 っ た 。 ま た 、

3 0周 年 記 念 イ ベ ン ト と し て 、 3か 月

連 続 ス ペ シ ャ ル ナ イ ト を 実 施 す る な

５   
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平 成 2 7年

度   

平 成 2 8年

度   

平 成 2 9年

度   

3 5 3 , 7 8 6

人  

3 5 6 , 6 9 4

人  

3 4 1 , 0 1 1

人  

イ  「 ス ー パ ー ト イ ・ 積 み 木 ～ そ の 科 学

と 歴 史 (仮 )」  ド イ ツ 博 物 館 と の 特

別 連 携 を 実 施 し 、 ド イ ツ 博  

  物 館 が 所 蔵 す る 積 み 木 に 関 す る 歴 史

的 資 料 の 展  

示 を 通 し て 、 積 み 木 に 関 す る 物 理 学

・ 数 学 ・ 芸  

術 、 幼 児 教 育 に 関 す る 意 義 を 紹 介 す

る 。  

【 平 成 3 1年 度 予 算 目 標 】 7 5 , 0 0 0人  

(参 考 )平 成 2 9年 度 実 績  

同 時 期 展 示 場 観 覧 者 数  6 9 , 9 9 5人  

ど 、 集 客 増 に 努 め た こ と に よ り 、 開

館 以 来 最 高 の 入 場 者 数 と な る ペ ー ス

で 推 移 し て い た 。 し か し 、 ２ 月 2 9日

か ら 3月 3 1日 ま で 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル

ス 感 染 拡 大 防 止 に よ り 臨 時 休 館 し た

た め 、 プ ラ ネ タ リ ウ ム 入 場 者 は

3 5 1 , 9 3 2人 。 今 年 度 の 目 標 入 場 者 数

3 7 0 , 0 0 0人 に 対 す る 達 成 率 は 9 5 . 1％

で あ っ た が 、 1か 月 の 休 館 を 除 い た

場 合 の 達 成 率 は 、 1 0 4％ と な る 。  

プ ラ ネ タ リ ウ ム の 入 場 口 で は 投 影 プ

ロ グ ラ ム に 合 わ せ た パ ネ ル 展 示 (「

ア ポ ロ 」「 オ ー ロ ラ 」 )を 実 施 す る な

ど 観 覧 客 の 満 足 度 向 上 を 図 っ た 。  

＜ 備 考 ＞  

一 般 投 影 ： 3か 月 毎 に 2パ タ ー ン ず つ

プ ロ グ ラ ム 更 新 を 実 施 。 今 年 度

は 新 作 を 2作 品 投 影 (「 宇 宙 ヒ ス

ト リ ア 」「 星 の 降 る 夜 に 」 )  

特 別 投 影 「 学 芸 員 ス ペ シ ャ ル 」 (新 規

実 施 )： 各 学 芸 員 が 専 門 性 を 活

か し て 独 自 に 企 画 し た オ リ ジ ナ

ル プ ロ グ ラ ム 。 土 日 祝 実 施 。  

【 平 成 3 0年 度 実 績 】 2 1 5 , 5 5 8人 （ 1 2月 1

日 ～ 3月 2 9日 は 公 開 休 止 ）  

イ  当 初 予 定 し て い た 企 画 展 「 ス ー パ

ー ト イ ・ 積 み 木 ～ そ の 科 学 と 歴 史 (

仮 )」 は 、 連 携 先 の ド イ ツ 博 物 館 の

事 情 に よ り 連 携 が 困 難 と な っ た た

め 、 準 備 段 階 に お い て 開 催 を 断 念

し 、 当 館 の 自 主 企 画 と し て 下 記 ③

の 企 画 展 示 を 行 っ た 。 そ の 他 の 特

別 展 示 、 特 別 展 示 と 併 せ て 今 年 度

は 以 下 の ３ 件 を 実 施 し た 。  

① 長 良 隕 石 特 別 展 示 ： 4 / 1～ 5 / 1 2 (

期 間 入 場 者 数 6 3 , 1 8 4人 )  

② 特 別 展 「 国 際 周 期 表 年 2 0 1 9特 別

展 」： 1 0 / 5～ 1 0 / 2 7 (期 間 入 館 者 数

3 0 , 7 4 0人 )  

③ 企 画 展 示 「 積 み 木 の ル ー ツ 」：

2 / 1～ 2 / 2 8 (期 間 入 場 者 数 1 8 , 9 6 0人

)  

そ の 他 、 ア ト リ ウ ム と ホ ワ イ エ (無

料 ス ペ ー ス )に お い て 以 下 の 期 間 限 定

展 示 を 行 っ た 。  

  ① 「 新 コ レ ク シ ョ ン 展 2 0 1 9」 ( 4 / 1

～ 6 / 2 )  

② 「 ア ポ ロ 月 着 陸 5 0年 」 ( 6 / 2 8～

1 2 / 1 )  
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③ 「 大 阪 市 立 科 学 館 3 0周 年 」 ( 9 / 5

～ 1 2 / 1 )  

④ 「 科 学 館 の コ ン ピ ュ ー タ ・ コ レ

ク シ ョ ン 」（ 1 2 / 1 7～ 2 / 2 8）  

⑤ 「 星 図 と 星 表 」 ( 1 / 5～ 2 / 2 8 )  

⑥ 「 新 コ レ ク シ ョ ン 展 」 ( 3 / 5～

3 / 3 1、 た だ し 臨 時 休 館 に よ り

公 開 な し )  

【 平 成 3 0年 度 実 績 】 9 9 , 8 4 0人 ( 9月 3日

～ 3月 2 9日 は 展 示 場 公 開 休 止 )  

 (大 阪 歴 史 博 物 館 )  

国 内 外 の 博 物 館 や コ レ ク タ ー 、 大 学

、 新 聞 社 ・ テ レ ビ 局 な ど と 連 携 し 、

自 主 企 画 や 巡 回 展 に よ り 、 特 別 展 ・

特 別 企 画 展 を 開 催 す る (年 3〜 4回 程 度

)。  

 

 (大 阪 歴 史 博 物 館 )  

以 下 の 3本 の 特 別 展 を 実 施 す る 。  

・「 浮 世 絵 ね こ の 世 界 展 」 (巡 回 企 画 )  

7月 2 7日 ～ 9月 8日 、 開 催 日 数 3 9日  

平 安 時 代 に 宮 中 の ペ ッ ト と し て

飼 わ れ 、 そ  

れ 以 後 に 人 間 の 生 活 の 中 に 入 り 込

ん だ 猫 。 本  

展 で は 浮 世 絵 の 中 に 描 か れ た 猫 の

世 界 を テ ー  

マ に 、 猫 の 浮 世 絵 で 知 ら れ た 国 芳

の ほ か 、 国  

貞 、 豊 国 な ど の 江 戸 ・ 明 治 に 活 躍

し た 絵 師 た  

ち が 、 猫 を 様 々 に 描 い た 浮 世 絵 を

紹 介 す る 。  

【 平 成 3 1年 度 予 算 目 標

】 3 3 , 5 0 0人  

・「 勝 矢 コ レ ク シ ョ ン 刀 装 具 受 贈 記

念  決 定 版  

・ 刀 装 具 鑑 賞 入 門 」 (自 主 企 画 )  

1 0月 5日 ～ 1 2月 1日 、 開 催 日 数 5 0日  

平 成 3 1年 度 以 降 に 寄 贈 が 想 定 さ れ

て い る 刀 装  

具 コ レ ク シ ョ ン の お 披 露 目 展 。 収

集 者 の 勝 矢  

俊 一 氏 (故 人 )は 、 戦 前 か ら 戦 後 に

掛 け て 京  

都 大 学 や 長 崎 大 学 な ど で 教 鞭 を と

っ た 医 学 博  

士 。 京 都 府 立 大 学 の 創 設 に も 携 わ

っ た 。 昭 和  

に 形 成 さ れ た 刀 装 具 コ レ ク シ ョ ン

と し て は 国  

内 一 の 資 料 群 と し て つ と に 名 高 い

。  

【 平 成 3 1年 度 予 算 目 標

】 2 4 , 8 0 0人  

1

2  

(大 阪 歴 史 博 物 館 )  

3本 の 特 別 展 の う ち 、 予 定 通 り 2本 の

特 別 展 を 実 施 し た 。 会 期 が 終 了 し た

「 浮 世 絵 ね こ の 世 界 展 」 と 「 勝 矢 コ

レ ク シ ョ ン 刀 装 具 受 贈 記 念  決 定 版

・ 刀 装 具 鑑 賞 入 門 」 の 結 果 は 以 下 の

と お り 。  

○ 「 浮 世 絵 ね こ の 世 界 展 」  

・ 開 催 日 数 は 台 風 の 影 響 の た め 3 8日

と な っ た 。  

・ 予 算 目 標  3 3 , 5 0 0人  

・ 入 場 者 数  3 0 , 0 1 2人 (対 予 算 比  

8 9 . 6 % )  

・ 当 館 収 蔵 品 を 活 用 し た 大 阪 独 自 の

展 示 コ ー ナ ー を 設 け た 。 ま た 、 ね

こ に 関 わ る 常 設 展 の 展 示 物 を 活 用

し 、 常 設 展 へ の 誘 導 を 試 み た 。 ね

こ ブ ー ム を 利 用 で き た こ と で 、 当

館 に あ ま り 来 な い 客 層 を 取 り 込 め

た 。  

 

・ 収 支 率 1 1 8 . 1％ と 黒 字 を 実 現 し た 。  

○ 「 勝 矢 コ レ ク シ ョ ン 刀 装 具 受 贈 記

念  決 定 版  

・ 刀 装 具 鑑 賞 入 門 」  

・ 予 算 目 標  2 4 , 8 0 0人  

・ 入 場 者 数  2 7 , 0 5 8人 (対 予 算 比  

1 0 9 . 1 % )  

・ 音 声 ガ イ ド 、 単 眼 鏡 貸 出 、 リ ピ ー

ト 割 入 場 を 導 入 し 、 コ ア な 愛 好 者

層 の 取 り 込 み を は か っ た 。  

・ 無 料 入 場 者 の 割 合 が 高 か っ た 。  

○「 猿 描 き 狙 仙 三 兄 弟 」  

・ 2月 2 6日 に 開 幕 後 、 3日 間 の み 公 開

し て 、 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 拡 大 防

止 の た め 臨 時 休 館 し 、 再 開 で き ず に

終 了 し た 。 入 場 者 数 4 7 3人 で あ っ た 。

コ ロ ナ 感 染 症 の 影 響 が 出 て い る 時 期

３   
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・「 猿 描 き 狙 仙 三 兄 弟  － 鶏 の 若 冲

、 カ エ ル の  

奉 時 も － 」 (自 主 企 画 ・ 他 館 へ 巡

回 )  

2月 2 6日 ～ 4月 5日 、 開 催 日 数 3 5日  

猿 を 描 い て 名 を 馳 せ た 森 狙 仙

( 1 7 4 9 ?～ 1 8 2 1 )  

と そ の 兄 弟 、 お よ び 子 孫 の 画 業 を 通

覧 す る 。 ま  

た 動 物 絵 画 を 得 意 と し た 森 家 の 絵 画

と と も に  

「 一 科 の 芸 」 と し て 名 高 い 伊 藤 若 冲

の 鶏 、 岸 駒  

の 虎 、 白 井 直 賢 の 鼠 、 応 挙 の 子 犬 、

奉 時 の 蝦 蟇  

ら の 作 品 に よ り 、 江 戸 時 代 の 大 坂 や

京 に お け る  

多 様 な 動 物 表 現 を も 紹 介 す る 。  

【 平 成 3 1年 度 予 算 目 標 】

2 1 , 9 0 0人  

か ら 開 催 し た た め 客 足 が あ ま り 伸 び

な か っ た 。  

な お 、 今 年 度 は 「 勝 矢 コ レ ク シ ョ ン

刀 装 具 受 贈 記 念  決 定 版 ・ 刀 装 具 鑑

賞 入 門 」 と 「 猿 描 き 狙 仙 三 兄 弟 」 が

自 主 企 画 展 で 、「 浮 世 絵 ね こ の 世 界 展

」 が 巡 回 展 と 、 自 主 企 画 展 を 充 実 さ

せ た 。 こ れ は 寄 贈 品 の お 披 露 目 展 と

学 芸 員 の 長 年 の 研 究 活 動 の 成 果 展 と

い う 博 物 館 の 基 本 活 動 に 沿 っ た 企 画

と い う 点 で 大 き な 意 義 が あ る 。  

      

 

 

 

 

４．その他評価を変更した箇所  

項目 12  
1 2  自 主 企 画 に よ る 特 別 展 等 の 充 実 に

よ る 展 示 活 動 の 活 性 化  

特 別 展 等 に つ い て 、 次 の 方 針 の も と

、 利 用 者 ニ ー ズ に も 配 慮 し た 魅 力 的

な 企 画 の 実 現 に 努 め る 。  

  【 機 構 の 評 価 】  

美 ： ５ 、 自 ： ４ 、 陶 ： ５ 、 科 ： ５ 、

歴 ： ３  

美 術 館 「 フ ェ ル メ ー ル 展 」（ 約 5 4万 人

）、「 浮 世 絵 コ レ ク シ ョ ン 展 」（ 約 5 . 9万

人 ）、 東 洋 陶 磁 美 術 館 「 フ ィ ン ラ ン ド

陶 芸 」（ 約 5 . 7万 人 ）、 歴 史 博 物 館 「 決

定 版 ・ 刀 装 具 入 門 」（ 約 2 . 7万 人 ） の 各

展 は 目 標 入 場 者 数 を 上 回 っ た 。 自 然 史

博 物 館 「 昆 虫 展 」 は 小 ・ 中 学 生 有 料 化

の 検 討 に よ り 広 報 が 出 遅 れ た が 、 目 標

に 迫 る 成 果 を 上 げ 収 益 は 黒 字 化 し た 。

科 学 館 の プ ラ ネ タ リ ウ ム は 入 場 者 が 目

標 値 （ 3 7万 人 ） を 超 え る 見 込 み で 、 新

た に 開 始 し た 「 学 芸 員 ス ペ シ ャ ル 」 も

 

 

５  

（ 理 由 ）  

 特 別 展 で 目 覚 ま し

い 実 勢 を 挙 げ て い る

こ と は 認 め る も の の

、 一 方 で 竹 工 芸 展 や

刀 剣 展 な ど 想 定 よ り

振 る わ な か っ た も の

も あ っ た た め 。  

 

 

４  

５  
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好 評 で あ っ た 。  

 

項目 20 
【 各 館 等 の 基 礎 的 活 動 の 充 実 を 目 指

す 事 項 】  

2 0  広 報 の 対 象 及 び 時 機 並 び に 媒 体 の

特 徴 を 捉 え た 迅 速 で 柔 軟 な 情 報 発 信  

紙 ・ マ ス メ デ ィ ア ・ S N Sな ど 各 種 媒

体 の 特 徴 を 生 か し た 情 報 発 信 を 行 う

。  

最 適 な 時 期 や 場 所 を 逃 さ な い 情 報 発

信 を 行 う 。  

外 国 人 観 光 客 の 動 向 に 応 じ た 情 報 発

信 を 行 う 。  

  【 機 構 の 評 価 】  

美 ： ３ 、 自 ： ３ 、 陶 ： ４ 、 科 ： ３ 、

歴 ： ３ 、 経 ： ４  

各 館 と も 計 画 通 り に 進 め た 。 東 洋 陶 磁

美 術 館 で は コ ロ ナ に よ る 休 館 時 に 、

ニ コ ニ コ 美 術 館 と し て 展 覧 会 内 容 の

配 信 を 行 っ た 。 事 務 局 で は 広 報 誌 、

S N Sな ど に よ り 積 極 的 に 情 報 発 信 し

、 I C O M京 都 大 会 で は ミ ュ ー ジ ッ ク フ

ェ ア へ の 出 展 や 、 オ フ サ イ ト ミ ー テ

ィ ン グ を 含 め 、 機 構 ・ 各 館 の P R、 国

際 交 流 を 進 め る こ と が で き た 。  

 

 

３  

（ 理 由 ）  

 I C O M京 都 大 会 を 通

じ て 、 各 館 の P R、 国

際 交 流 を 大 い に 深 め

た と 評 価 で き る た め

。  

 

 

３ 

４  

 

項目 22 
【 中 長 期 的 発 展 を 見 据 え て 取 り 組 む

事 項 】  

2 2  各 館 の 枠 を 超 え た マ ー ケ テ ィ ン グ

の 実 施 及 び そ の 結 果 に 基 づ く 広 報 戦

略 の 策 定  

国 内 外 か ら の 来 館 者 や 各 種 活 動 へ の

参 加 者 の ニ ー ズ を 把 握 す る た め 、 必

要 な 調 査 (マ ー ケ テ ィ ン グ )や デ ー タ

分 析 を 行 う (再 掲 )。  

各 種 活 動 へ の 参 加 者 に 対 す る ア ン ケ

ー ト 等 を 実 施 し 、 ニ ー ズ の 把 握 に 努

め る 。  

広 報 専 門 職 員 や 外 国 人 ス タ ッ フ の 確

保 な ど 、 外 国 人 観 光 客 や 海 外 に 情 報

発 信 す る た め の 体 制 整 備 や 戦 略 立 案

に 努 め る 。  

  【 機 構 の 評 価 】  

美 ： ３ 、 自 ： ３ 、 陶 ： ４ 、 科 ： ３ 、

歴 ： ４ 、 経 ： ３  

各 館 で は 計 画 通 り に 実 施 し た 。 事 務

局 で は 各 館 の 入 館 動 向 等 は 把 握 ・ 分

析 し 、 お も に 訪 日 観 光 客 の 誘 致 の 強

化 に 取 り 組 ん だ 。  

 

 

３  

（ 理 由 ）  

 事 業 報 告 書 に よ る

と 、 広 報 活 動 の 分 析

が ア ン ケ ー ト 等 に よ

る 個 々 の 館 や 事 業 毎

の 分 析 に と ど ま っ て

お り 、 戦 略 立 案 に 至

っ て い な い と 判 断 す

る た め  

 

 

 

 

３ 

２  

 


